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要旨

2018年度に中川が担当する教職実践演習の授業時に，教職課程を履修する環境・バイオサ
イエンス学科 4年生を対象とした理科教職講演会を実施した．兵庫県立神戸高等学校の中
澤が，「理科教員の専門性と理科教員として就職するに当たっての心構え」という演題で

講演した．講演では，「理科教育とは？」，「理科とはどういう教科か」，「科学とは何か，

非科学との相違」，「自然科学の分野と扱う内容」，「化学とはどういう科目か」，「科

学的方法とは」，「学習指導要領～学力の三要素～」「理科教育の目的」，「科学的思考

力・判断力・表現力は，どうすれば育成できるか？」，「科学的とは，どういうことか？」，

「科学とニセ科学を見分けられますか？」，「具体的な科学的教材開発の実践」，「水の

電気分解と燃料電池の演示実験」について扱った．受講生は真剣に受講し，講演終了後に

書いた彼女達の感想からも，本講演会は，教職課程履修者にとって極めて有意義であった

ことが判明した．
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１	 はじめに 
 
	 著者の一人である神戸女学院大学の中川は，平素，理科教育法や教職実践演習の授業，

教職オリエンテーション，さらに，演習（ゼミ）の時間帯を通して，中学校・高等学校理

科に関する指導や支援を行っている．その対象は，神戸女学院大学人間科学部環境・バイ

オサイエンス学科の理科教職課程履修者および神戸女学院大学大学院博士前期課程人間科

学専攻環境科学分野の理科教職課程履修者である． 
	 このような平素の指導や支援に加えて，環境・バイオサイエンス学科および人間科学専

攻環境分野においては，中学校・高等学校の理科教諭を講師に迎えた理科教職講演会を開

催している．これまでに開催したいずれの講演会も，参加者から講演会の内容を高く評価

する感想が寄せられ，とても有意義な内容であった．それらの概要と成果についてはすで

に本誌で紹介した 1)． 
	 2018年度も継続して理科教職講演会を，理科教育法 II（後期開講）の授業時に 2回，教
職実践演習（後期開講）の授業時に 1回開催した． 
	 本論考では，著者の一人である兵庫県立神戸高等学校の中澤が，教職実践演習の授業時

間内に担当した理科教職講演会について紹介する．教職実践演習は 4年次後期に開講され，
いわば教職課程の総仕上げともいえる科目である．そこで，講演会の演題（テーマ）を，

「理科教員の専門性と理科教員として就職するに当たっての心構え」とした．講演会開催

に到る準備と講演会の背景，講演内容，講演会の感想文から得られた成果を述べる．講演

会の講師人選，依頼，事務手続き，当日の司会，資料の印刷と配布は，中川が行った． 
	 なお，すでに中澤は 2017年度にも，同科目内で開催された理科教職講演会の講師を担当
している 1)． 
 

２	  理科教職講演会の内容 
 
2-1	 理科教職講演会の準備 
	 理科教職講演会を実施するにあたり，まず，講師の選出と依頼を行う必要がある．中川

は，これまで主として科研費により，マイクロスケール実験教材の開発と改良に取り組み，

現在もこのテーマで研究を継続させている．その際，高等学校や大学に勤務する教員にも

研究協力者として協力を依頼している．兵庫県立神戸高等学校の中澤もそのメンバーとし

て参画している． 
	 これまでに中川が開発・改良したマイクロスケール実験教材を用いた授業を，中澤の紹

介で，勤務先の兵庫県立神戸高等学校のスーパーサイエンスハイスクールの特別授業とし

て実践した．このうち，ルシャトリエの原理に関するマイクロスケール実験の授業実践に

関しては，すでに中川と中澤が共著で実践論文の形で報告している 2)．そのようなことか

ら，中川は講演会の講師を中澤に依頼し，承諾の後直ちに依頼状を用意して，添付ファイ

ル（pdf形式）で中澤へ送信した．これに加えて，中澤の勤務校である兵庫県立神戸高等学
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校から講演会場である本学までの往復の交通費の算出と，外部講師を招聘する場合に必要

な学務依頼書の作成を行った． 
  
2-2	 理科教職講演会の背景 
理科教職講演会は，2018 年 12 月 6 日 1 限
（9:00-10:30）に中川が担当する「教職実践演習」
の授業時に実施した．講演会の演題（テーマ）は，

「理科教員の専門性と理科教員として就職するに

当たっての心構え」である．参加者は 10名で，全
員環境・バイオサイエンス学科の 4年生である．
この時点で，すでに受講生は全員教育実習を終

えている．当日のプログラムを図 1 に示す．当
日の司会進行は，中川が担当した． 
中澤は，「理科教育とは」をテーマに講演を

行った．時間の前半で「理科教育について」，

後半で「教員になるに当たって考えてほしいこ

と」を取り扱う予定で準備して臨んだ．「教員

になるに当たって考えてほしいこと」について

は，授業の初めにアンケートを配付し記述してもらった．しかし，前半で時間がかかった

ため，講演の時間中では「理科教育」だけを取り扱うことにした． 
昨年度は，前半で「教員になるに当たって考えてほしいこと」を取り扱い，後半で「理

科教育とは」をテーマに実施したが，後半の時間が足らず，準備していた内容を省略して

行うことになった．そこで，2018年度は前半で「理科教育とは」を扱うことにした．終え
てみて，90分といえども，2テーマは無理があり，1つのテーマで行うべきだったと考え
ている． 
	 昨年度の講演会の場合もそうだったが，講演はアクティブ・ラーニングになるように，

発問をして，受講生に発言をしてもらい，その発言内容をまとめていくという方式で行っ

た．10名の受講生は，全員自分の意見を述べてくれたので，こちらが伝えたい内容をしっ
かり深めることができた． 
講演は，主としてスライドの投影で行った．補助教材として中学校理科教科書と学習指

導要領の投影及び演示実験を行った．教具としては，パソコンと書画カメラとそれらを投

影する液晶プロジェクター及び演示実験の器具（水の電気分解）等を使用した． 
講演の流れとしては，初めに「科学 Scienceとは何か」を理解し，「理科教育・化学教育
とは何か」へと深めていき，後半で授業内容や教材開発の実践に対する考え方へと導いて

いった． 
 
2-3	 理科教職講演会の概要 
講演の概要は次の通りである． 

図 1	 理科教職講演会のプログラム 
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	  (1)「理科教育とは？」，「理科とはどういう教科か」，「科学とは何か，非科学との相
違」 
ここでは，受講生達に学校で学習する科目を科学と非科学とに分けてもらい，その区

別の基準と考えたことを述べてもらった．受講生は『実証できるものが科学』で理科以

外の国語，歴史，体育，家庭科，音楽など多くの科目は科学ではないとしていた．しか

し，広辞苑やWikipedia等の定義を示すと『どの科目の中にも科学が含まれている』と発
言してくれる受講生がいた．これらの発言から，しっかり「科学とは何か」を理解し，

学習の目標が達成できたと判断できた． 
 

	 (2)「自然科学の分野と扱う内容」，「化学とはどういう科目か」，「科学的方法とは」 
ここでは，(1)で扱った「科学とは何か」をもとに考えてもらい，まとめていった．自
然科学の分野については，正しく答えてくれた．しかし，「化学とは」と聞くと『化学

変化』とは言うが，「物質の科学」という守備範囲については答えてもらえなかった．

そこでこれについては，こちらから説明してまとめた． 
 

	 (3)「学習指導要領～学力の三要素～」「理科教育の目的」，「科学的思考力・判断力・
表現力は，どうすれば育成できるか？」，「科学的とは，どういうことか？」，「科学

とニセ科学を見分けられますか？」，「具体的な科学的教材開発の実践」，「水の電気

分解と燃料電池の演示実験 3」（補足：直流電源で水を電気分解した後，電源を離して電

極間を低電圧LEDや ICメロディー付の導線に接続すると，それぞれ点灯，鳴動する．
これを，燃料電池の生成で説明している文献 4-7）がある．しかし，白金等の触媒なしで,
単に水素と酸素から水が生成することは考え難い．）」 
ここでは予定していたより時間が不足してきたので，演示実験を観察してもらってか

ら，考えてもらうことにした．最後にこの時間で学習したことをまとめて終了した． 
 
2-4	 理科教職講演会で実施したアンケート 
アンケート書いてもらった内容は，「なぜこの講座を受講したのか」，「どのような教

育をしたいか」，「現在の教育の課題」，「優れた教師の資質」，「思考力・判断力・表

現力を伸ばす教育の方法」，「教育現場のブラック職場について」 
これらについて，受講生全員が真摯に考えており，しっかり記述していた．教育実習で

感じたこと考えたことを率直に記述していたものもあった．このアンケートの記述で，現

在の日本の教育に関した課題について，より深く考えてもらう機会になったと考えられる． 
今回の講演の時間内では「教員になるに当たって考えてほしいこと」を扱わなかったが，

この内容について，受講生達の認識を深めてもらうことはできたと考えている． 
 

３	 理科教職講演会の成果—受講生の感想より— 
 
	 いずれの受講生も，真剣に聴講していた．講演会の最後に，少し時間を確保して受講生
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に本日の感想を書かせた．その一部を，以下に紹介する．

・ 改めて科学とはと考えることが持てました．燃料電池などの教科書に載っていること
でも怪しいものがあって驚きました．

・ 生徒は素直なため信じてしまうので，頭ごなしに信じることはしないよう気をつけよ
うと思いました．

・ 今までしっかり考えたことのなかった科学の定義などについて，改めて考えさせられ
た．

・ 教科の表面上だけを学び，教えるのではなく，その深層にあるものや理念なども心に
留めながら教育実践することが必要だと思った．

・ 科学と非科学について深く考えることはあまりなかったので，刺激を受けました．
・ 科学とは何かということを自分自身で深く理解し，生徒達に伝えることができないと
いけないことを強く感じました．

・ 科学について深く考える機会がなかったため，今まで理科教育についてきちんとわか
っていなかったのだと気づかされました．

・ 何でも正しいとは思わず，少し疑う気持ちを持っていたいなと思いました．
・ “科学”や“物質”のような基礎的な定義から入っていったので，考えやすかったです． 
・ 理科に関する知識がまだまだ足りないので，理科教員になる上で必要な知識をもっと
得るべきだと思った．

・ 今までの講演だと，授業方法などがメインだったが，今回は概念的な部分を教えてく
ださったので，新鮮でとても勉強になった．

	 受講生の感想に『「科学とは何か」，「理科教育とは何か」考えずにいたことに気づか

された．』，『何でも正しいと思わず，疑う気持ちも持っていたいと思った．』などとあ

った．これより，ほぼすべての受講生が教員になったとき，自分たちがこれから教育して

いく「科学」を深く理解した上で，「科学的知識と方法」を指導してくれるのではないか

と感じた．

４	 おわりに

	 中川が担当する教職実践演習の授業時に，教職課程を履修する環境・バイオサイエンス

学科 4年生を対象にとした理科教職講演会を実施した．兵庫県立神戸高等学校の中澤が，
「理科教員の専門性と理科教員として就職するに当たっての心構え」という演題で講演した．講

演後の受講生の感想からも，本講演を真剣に受講し，とても有意義な内容であったと推察

される．

	 本講演会を通して，受講生は，大学の講義や演習で取扱う専門書や学術論文からは得る

ことのできない様々な知見を修得できた．彼女達が，中学校や高等学校に理科教員として

奉職する際に，大いに活用してくれることを期待する．
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